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DPI日本会議は、国際的なNGOであるDPI(障害者インターナショナル)に加盟

した国内組織です。1981年の国際障害者年を機に、身体、知的、精神､難病など､

障害の種別を超えて自らの声をもって活動する障害当事者団体として設立されまし

た。人権の問題として、また社会の問題として障害者問題に取り組んでいます｡

障害者欠格条項をなくす会は、障害種別や立場をこえて法制度の障壁をなくす目的

で1999年に発足し、障害者の意見や体験の募集、法制度の調査、政策提言をおこな

ってきています。

貴職に、上記の両団体から､この郵便にて「杖携帯を禁止する『規貝I』等の改正を

求める要望書」と資料を提出します｡ぜひご検討および早期の取組みをお願いいたし

ます。
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特定非営利活動法人（認定NPO法人)DPI日本会議

議長平野みどり
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電子メールアドレス:office@dpiJapan.or9J､

Webサイト:-h廿p:Wﾉww.dpiJapan.Org/？
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共同代表福島智大熊由紀子
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DPI障害者権利撫簔センター気付
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電子メールアドレス:infO_restrict@dpiJapan.org
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愛知県議会議長三浦孝司様

2015年3月3日

特定非営利活動法人DPI(障害者インターナショナル）日本

議長平野み

障害者欠格条項をなくす会

、共同代表福島智大熊由紀

杖携帯を禁止する「規則」等の改正を求める要望書

2014年末にかけて、「規則」に白杖の携帯禁止があるからと鹿児島県で、そして愛知県で、議会

を傍聴しにきた視覚障害者が「杖を預けよ」と言われることが起きました。

報道によれば、愛知県議会事務局は「(白杖は)議場に投げ入れられれば凶器になる」という理由

をあげられたということですが、これは理解に苦しむ見解です。重要なことは、何であれ議場に投げ

入れられる可能性がある物品かどうかではなく､その物品が人に危害を加える「凶器」となることが

十分に予測できるかどうかということだと思われます。そうであれば､刃物などの、文字どおりの凶

器･危険物の持ち込みを警戒するのが妥当であり、それは既に行われている検査で対応可能と考えら

れます｡また、自治体には以前から「杖」携帯禁止の規則をもたないところもありますが、禁止する

規則がないことによって問題が生じたという事例は報告されていないと認識しています。

「会議のあいだ杖を預かっても不都合はないのでは？」と見られる向きもあるかもしれません｡し

かし､杖は、白杖でも歩行補助の杖でも､日々それを必要として使っている人にとっては身体の一部

です｡もしメガネをかけているならば､いつでもどこでもメガネをかけるのはあたりまえのことです。

それが、メガネを外して預けるよう求められたらどうでしょうか。杖の携帯を禁止する、会議のあい

だ預かると言うのは、つまりは、自分の身体の一部を外して預けよと言うことです｡

この数年間障害がある人自身が委員となって（障害者と関係者をあわせて構成員の過半数)、障害

者にかかわる国内法制度の改革について集中した議論をおこない、昨年、国連障害者権利条約を批准

しました｡来春からは新設の障害者差別解消法が施行されるところです。

それにもかかわらず、いまだに制度の障壁（障害者基本法、差別解消法が、除去しなければならな

いとしている、社会的障壁のひとつ）を設けていることは、権利条約と差別解消法に照らしても恥ず

かしいことです。障害や病気のある人にとって杖とは何か、ぜひ､その基本からしっかりと考えて議

論をしてください。



障害がある人の政治・社会への参画が今以上に難しい状況下で、多数の規則や条例がつくられてき

ました。そのなかには、結果として障害者を排除する規定が相当含まれていました。障害者の議会や

委員会の傍聴を制限する規則や条例は､障害者にかかわる欠格条項の見直しも背景に2001年前後に改

正されたものも多くありますが、現状は定かではありません。改めてこの機会に、参画を妨げるよう

な規定を、杖携帯を禁止する規則のほかにも残していないかという観点から、現行の「規則」｢条例」

および、その標準を示している文書を洗い直して､的確に改正されることを、要望します。

項目

1会議や委員会の規貝Uおよび傍聴規則、条例、そして「標準規則」等から、「杖」を削除すること。

2上記1の規則や標準規則や条例において、「杖」以外にも、障害者の社会参画を阻むような規定を

残していないか、洗い直す点検をすること。

3上記2の点検結果をふまえて、既存の条例や規則の改正を的確におこなうこと。

添付資料1～3について

1現行規貝Uについて

2各地の規則いくつかの実例と解説

3報道から

以上



資料1現行規則について

愛知県議会会議規則最終改正2012年12月21日

第106条（携帯品）議場に入る者は、帽子、外とう、えり巻、つえ、かさの類を着

用し、又は携帯してはならない。ただし、病気その他の理由により議長の許可を得たと

きは、この限りでない。

愛知県議会傍聴規則最終改正2007年9月18日

第5条（傍聴席に入ることができない者）

次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席に入ることができない。

1凶器その他危険物と認められるものを携帯している者

※白杖は、上記の「凶器その他危険物と認められるもの」に該当するものとして、運用

上、預かる措置がとられてきた。



資料2各地の規則いくつかの実例と解説

■福岡市議会傍聴規則(最終改正2011年2月17日）

第3条膀聴席に入ることができない者）次の事項に該当する者は，入場することができない6

(1)銃器,凶器，火薬，劇毒薬，その他人身，建物，器具等に危害又は損害を及ぼすと認める物品を携

帯する者

(2)旗，ポスター,プラカード，メガホン，楽器,動物(身体障害者補助犬法(平成14年法律第49号)第

2条第1項に規定する身体障害者補助犬を除く。)等議事又は傍聴を妨害すると認める物品を携帯する者

福岡市公式ウェブサイト上

http:/yWwwbcityhkuOka.1gjp/dlw=reikilreiki_llonbun/qOO3RGOOOOOO30｡html

（解説）「杖」の記述はないため「白杖」や「補助杖」などは該当しません。動物について補助犬は除く

と明示しているので、補助犬も該当しないことが明らかです。

■福岡県議会傍聴規則(最終改正2011年9月26日）

第11条傍聴人は静粛を旨とし、次の事項を守らねばならない。

2帽子、外とうの類を着用したまま傍聴しないこと。ただし、病気その他の事由により議長の許可を

得た場合は、この限りでない。

福岡県公式ウェブサイト上

llttp://WwW1.g･reiki.net/reiki/LiO5JIon_Main_Frame・exe?UTDIR=C:¥EFServ2¥ssOO2E3683¥GUES

T&TID=1&SYSID=7843

（解説)最終改正で、つえの携帯制限が撤廃されました。

■南阿蘇村議会傍聴(公式サイト更新2012年2月15日、現行）

◎下記に該当する方の傍聴はお断りします。

(1)銃器､棒、つえその他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯している者

(7)精神に異常があると認められる者

南阿蘇村公式ウェブサイト上

httpS://Wwwvm.minamiasO.19.jp/site/gikaisaite/gikaiboutyou.html

（解説）南阿蘇村は、2012年2月に更新された新しい傍聴案内であるにもかかわらず、「つえを携帯し

ている者」と「精神に異常があると認められる者」を傍聴拒否の対象としています。

■笠間市大池田財産区議会傍聴規則(1955年制定､現行）

第3条傍聴席にあるものは，次の事項を遵守しなければならない。

(2)傘，杖の類を携帯してはならない。

第4条次に記載した者には傍聴を許さない。

(4)狂人，精神障害と認める者

笠間市公式ウェブサイト上

http:"Wwwbcitykasama.lg.jp/reiki/rek_llonbun/r358RGOOOOO755.html

（解説）「杖の類を携帯してはならない」という傍聴者の遵守規定に加えて、「傍聴を許さない」という

禁止規定で､「狂人，精神障害と認める者」と記されています。これは、精神障害を理由にした絶対欠格

条項であり、精神障害者を一律に拒否した差別的取り扱いにあたります。

※上記の各URLは、全て、2015年3月2日にアクセスして確認したものです。



資料3

2015年2月20日東京新聞
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【訂正】20日朝刊29面の｢白杖(はくじよう）凶器ですか？」の記事と表､見出しで､衆議院が視覚障害者の傍聴時

に白杖の携帯を禁じているとの記述は誤りでした。規則で制限はあるものの、「体の一部だから｣として携帯を認めて

いました。(2015年2月21B)東京新聞webに掲載



2015年2月25日東京新聞
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尭
鐘
し
て
い
る
鰻

舗
、
慮
杖
雀
鍵
う
十
鑿
人
が
本
会
議
の
鈴
杉
ろ
ん
溺
愛
知
県
議
鐙
感
、
購
謹
総
畷
し
な
く
と
も
蕊
秩
序
漣
維
舞
で

鋳
聴
腱
議
猟
鑓
雛
の
こ
と
篭
あ
る
鯵
老
鈴
鋳
轄
毒
蕊
擬
す
患
鍛
戦
綴
み
塞
蕊
き
て
い
る
諺
徹
篭
あ
る
。

蕊
蕊
蕊
無
理
解
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
鯨
灘
瀧

議
鶴
の
綴
麗
か
ら
、

あ
る
な
ら
ば
か
ば
ん
艇
し
麓
う
よ
義
に
ね
て
き
て
い
感
噂
議
聴
鶏
姦
擁
鋤
賞
蕃
議
会
域
個
来
の
規
鋤
蓬
稔
子
定
規
瀝
運

轌
零
さ
れ
だ
房
と
い
う
嘩
雷
あ
尋
零
教
鑑
識
鋳
憲
蕊
蕊
織
気
誘
蕊
鯵
Ｉ
プ
シ
罵
心
懲
鍵
書
者
へ
の
瀧
懲
建
後
謹
嘩
漣

》
般
陶
け
嘩
本
鑑
識
の
鋳
聴
案
内
漣
ズ
テ
ム
を
識
鶴
し
、
五
箇
誠
ま
で
艇
申
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
患
議
鱈
な
い
。

嫁
「
酒
鍵
を
籍
び
て
い
嘉
方
一
な
ど
と
し
込
め
ば
手
蕊
通
訳
も
付
く
。
乗
年
、
障
謹
者
鍾
溺
解
涜
溌
が
施
行

鍾
允
竃
毫
鰯
羅
そ
の
鍵
鱈
険
物
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
蕊
議
事
者
が
『
憲
さ
れ
鶏
。
霞
や
塵
繕
体
漣
憾
輝
謹
審
へ

て
い
鶏
方
』
憾
鶏
傍
穂
席
漣
入
れ
な
い
分
の
鰯
捧
の
一
部
』
と
頼
る
嵐
杖
が
、
の
配
懲
が
義
務
付
げ
ら
れ
る
。
配
鱸
蚕

室
明
記
さ
れ
て
い
る
窪
な
篭
霞
麹
臆
捷
え
な
い
の
だ
る
》
篭
欠
鐵
感
、
差
別
と
尾
な
ま
れ
る
。

議
会
事
務
歸
徳
、
襟
鐵
簿
害
者
の
毒
窒
杖
の
扱
い
篭
め
ぐ
る
同
じ
よ
う
な
溺
体
の
窒
鎧
を
妨
げ
る
に
等
し
い
富

杖
簿
溌
が
不
窺
鶏
趣
人
然
持
つ
癖
も
唾
ト
ラ
ブ
ル
憾
昨
年
十
一
潟
、
鐸
蝿
蕊
畷
杖
の
識
懇
懲
、
無
逢
鍵
鐘
い
う
潅
鰯
で

そ
の
『
麹
畿
そ
の
他
危
険
鞠
」
腫
繍
当
議
会
で
も
起
き
て
い
る
勢
猿
濟
ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
罰
織

盤
蝿
必
靜
‐
》
砿
魏
》
．
、

擬
鑓
購
害
者
の
歩
行
漣
欠
か
鐙
ぬ
摩
杖
壷
鋪
減
器
そ
め
繼
危
険
辮
』
扱
い
す

る
曾
繕
聴
中
の
篭
杖
の
撰
繕
を
蕊
じ
馨
愛
錘
爆
議
会
の
対
罐
紘
轆
窯
譲
者
腫
と

つ
竃
熱
舅
錐
の
麗
鱈
を
蕪
燕
溌
慧
腫
響
し
い
人
穂
綴
蓄
で
懲
慈
い
か
鶴

議
云
嬢
鐡
邑
犠
議
潅

’す毒
麓
め
論
議
麓
後
漣
聴
頚
か
墨
惠
鐘

臆
鱈
だ
き
濫
翰
と
説
蛎
す
墨
。

§
ず
鍋
一
一毎一

翔
珊
耐
郭
勺
珂
削
靭
開
副
３
副
削
勾
引
引
訂
句
靴
＃
列
３
月
即
司
岡
＃
朝
日
引
く
旧
切
咽
剥
詞
創
剴

議
会
蕊
務
鶴
腫
よ
る
と
、
傍
聴
緯
醗

腫
埜
づ
ぎ
、
鋳
聴
艤
漣
鶴
い
た
全
齋
鍵

性
か
騒
塵
械
窪
讃
が
ろ
曇
鐘
し
鐘
が
、

周
職
の
傍
聴
者
か
ら
続
議
鋤
濤
が
上
が

雲
滝
麓
纏
慰
溌
わ
せ
た
鍵
い
う
。

他
の
営
繕
体
の
蟻
会
憲
憾
蕊
鑿
然
腱

ほかにも､朝日新聞、中日新聞、東海テレビ等の報道があります。


